
地産地消・オリンピック・パラリンピック

関連事業推進課

東京２０２０大会とその後を見据えた
東京の農林水産振興支援



地産地消・オリンピック・パラリンピック関連事業推進課

認証取得支援係

• 農林水産物認証取得支援事業

• 東京都ＧＡＰ推進事業

• 東京農業情報発信事業

農林水産ウエブサイト係

• 東京の農林水産ｗｅｂサイトの構築・運営

（公財）東京都農林水産振興財団
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持続可能性に配慮した調達コード（物品別の基準）

農産物 木材 水産物

要件 ・農業関係法令遵守
・食材の安全
・環境保全
・労働安全

・森林関係法令遵守
・計画的な森林管理
・生態系保全
・先住民族等の権利
に配慮

・労働安全

・漁業関係法令遵守
・資源管理
・漁業環境維持
・労働安全

要件を
満たす
事を示
す方法

・GLOBALG.A.P.
・ASIAGAP、JGAP
・東京都GAP

・FSC
・PEFC
・SGEC

・MSC
・ASC
・MEL
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農林水産物認証取得支援事業

東京2020大会での都内産農産物、多摩産材、都内産水産物の提供
に向け認証取得を支援



農林水産物認証取得支援事業
３

東京都

財団

コンサルタント
事業者

○農業者・農業高校等
○森林管理者・製材・
木材加工流通事業者

○漁業・加工流通事業者

出えん・補助金
認証取得対象者への働きかけ
事業のPR

（契約・支払）

認証費用交付申請

助成金

 コンサルタント

 講師派遣

 認証取得経費

 研修受講費用



認証取得実績

Ｈ２８～Ｒ１
認証取得数 目標数

目標達成率
（％）

農家認証 ６５ ７５ ８７

森林認証 森林管理 １ ４ ２５

ＣｏＣ ２９ ６０ ４８

水産認証 生産段階 ８ ８ １００

流通加工段階 ２ ５ ４０

４

農家認証 森林認証 水産認証



東京都ＧＡＰ推進事業

□ 都市農業の特徴を加味した「東京都ＧＡＰ」をより多くの農業者に普及し、

食品安全や環境等に配慮した持続可能な東京農業の実現を目指す

□ 有効期間５年間（毎年、取組状況を報告）

□ 認証取得者は、東京都ＧＡＰの技術水準を維持、

向上するための研修会受講

□ Ｈ３０年度：認証２２件、研修会１回

Ｒ１年度：認証６２件、研修会（中止）
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東京農業情報発信事業

 都内産農林水産物の消費拡大に向け、東京の農林
水産業の情報を発信

 都内５地区を１冊にまとめた

ダイジェスト外国語版の配布

英語、中国語（簡体字・繁体字）

韓国語、タイ語、仏語、マレー語

 日本語ダイジェスト版作成

６



東京の農林水産ｗｅｂサイト 「TOKYO GROWN」

７

 都民及び東京２０２０大会に向けて増加していく国内外からの旅
行者に対して、新鮮で安全･安心な東京産農林水産物を広くPR

 東京の農林水産業の魅力を国内外に紹介し幅広く理解を促進

 情報発信

・お知らせ

・イベント情報

・Facebook

・Instagram

・Twitter


